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抄 録 ：時代 的変遷 に伴 う愛知学院大学 歯学部附属病院矯

正 歯科 に お け るM’　ill治療受診 患 者の 動向を調 査，検討す

る こ とを目的 と した．

　 1996年か らの 1（1年間 に当科に て資料採得 を行っ た 患

者を対象に 調査 し，そ の 特徴 に つ い て過去の 報告 と比較

検 討 し以下 の 結果 を得 た．

　1．10年間の 総患者数 は 2β91人で あ っ た．年間平均

　　 患者数は，過去 と比較し増加して い た．

　2．男女比は 1 ：1、82 と女性 が 多 く，その rliで も18歳

　　 以 Lで は 1 ； 2．5 と夊性が 多 くを 占め て い た．

　3．初診時 年齢 は 18歳 以 後が 全 体 の 42％ を 占め，つ

　　 い で 学駈期の 患者が 20％ を占め て い た．過去と比

　　 較す る と，成人 の 割合 は 8倍 を超 えて 増加 を 示 し

　 　 て い た．

　4．不正 咬合の 頻度 は 多い もの か ら順 に， E顎前突

　　 27．7％，叢生 262 ％，下顎 前突 14．2％，顎変形 症

　　 9，8％ となっ て い た．

　不 正 咬合 の 頻 度 は，過 去 に お い て は ド顎 前突が 多 くを

占め て い た が
， 今回 の 調 査で は 上 顎前突が 多 く， 変化を

認めた，

　　　　 （Orthod　Waves−Jpn　Ed　2010；69（1）：44−50＞

Trends 　of 　orthodontic 　patients　in　Aichi−Gakuin

　　　　　University　Dental　Hospital

Abstract ： The　purp ⊂）se 　of 　this　survey 　was 　to　obseri ・e　demo ．

grnPhic　trends　among 　new 　orthudonric 　patients　ivho 　visi〔ed

Aichi−Gakuin　UIliversity　Dental　l　lospital．　Data　were 　gathered
fronl　new 　patients　who 　received りrthodontic 　treatment　during　the

period　of　the　survey 　（「rom 　1996　to　2〔〕05）；the　results　were 　ana ．
］yzed　and 　compared 　versus 　those〔｝f　previous　shnilarsurveys ，　The
total　nしlnlber　of　1〕atients 〔〕ver 由eren −｝℃ ar　peri〔〕d　was 　2891．　which
is　arl　increase　frQln　prcviQus　c，bservaしions．　The　overall ぎ1〆Fratio

was 　1：1、82．　among 　patients　aged ＞ 18years　M ！F　was 　1：2．5．　Thc
pr〔〕p 〔，rnon 〔〕f　pELtients　aged 　＞　18years　was 　42％；that　f，f　those
aged 　9−11　years　was 　20％．　The 　ratio　Df　adults 　to　children 　m ．
creased 　8　fold　in　comparison 　to セhe　previous　report ．八・laxnlary　pro・

trusion（27．7％）camefirst 　in　fl’equency 　of　nnalocclusien 、followed
by　crowdin9 （26、2％）、niandibular 　protrusion　（14．2％ ），and 　jaw
deforlllity　（9．8％ ），　Previously，　mandibular 　protrusio且1　was 　the

Tl／os匸frequenUyencoしintcred 　malocelusion ，　Howevcr，　in　the　preseri匸
report 、rnaxlllary 　prutrusbll　camc 　lirst　in　freqしwncy ，

（Orthod　Waves−Jpn　Ed　2010；69（1）：44−50）
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　愛知学院大学 歯学部附属病院矯正歯科 が 1962年に

開設され て 以来 ， 愛知県 ド唯
一

の 歯学部附属病院 で あ

り，教育機関 として の み ならず矯正歯科臨床の場と し

て 地域医療に従事して い る，その 間，社 会情勢 と と も

に 歯科矯止 治療 に お け る環境 も変化 して きた．1978

年 よ り矯正歯科 の 標榜が 認 め られ ，矯正 歯科の 自立性

が 確 、とされ た，1982 年よ り唇顎 凵 蓋裂 ， 1990年 よ り

顎変形症 に 対す る 矯正治療 の 保険診療 が適用 され ，

2002年に 7病名，2004年に は さ ら に 4病名の 先天性

疾患が追加 された，また，マ ス メ デ ィ ア を媒体 とした

目腔内に関す る情報の 普及 や学校検診制度 の 変更等に

より，

一
般 市民 の 矯正治療 に 対する関心 は高くなっ て

い る
1 −：i〕

，こ の よ うな状況 の 中で ，矯正治療を希望す

る患者 の 変化 に つ い て，当科 に おける 1996年か ら

2005年 の 10年間 に お け る矯正治療受診患者の 全体像

を 把握 し，そ の 特徴 と過 去 の 報告 との 比較検討 を行 っ

た とこ ろ， 時代 の 変遷 に伴う矯 iE患者の動向 に変化が

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

愛知学院大学歯学部 附属病院矯正歯科 に お け る来院患者の 実態調査　　45

表 110 年間の 患者数の 内訳 と男女比

男 （人） 女 （人 ）　合計 （人）　 比率 （男／女 ） 男 （％ ） 女 （％〉

1996勾三　　　　105

1997年　　　　107

1998年　　　　102

1999年 　 111

20（）O 年　　　　　83

2001年　　 95

2002年　　112

2003tt｛　　　　109

2004年　 　 99

2005年 　 101

63

ー

ユ

ー

05523

81026799661222111111 103245741492034600662333223322 1．771

．991

．971

．991

．93L771

．721

．791

．641

，61

6343466688333333333347676444226666666666

f｝計　　　　1，024　　　　1，867 2，89．　1 1．82 35 65

認め られた の で報告する．

対象お よび方法

　今「】riの 調査 で は ， 1996年 1月か ら 2005年 12月まで

の 10年間に本学附属病院矯正歯科に新規患者 と して

資料採得，矯正診断 を 行 っ た 患者 （以後，登録患者）

2，891 人を対象 に 調査を彳∫っ た．資料 と して は
， 問診

用紙，精密検査時の チ ェ ッ ク シ
ート，「1腔内写真，顔

面写真，模型，セ フ ァ ロ グラ ム 等の エ ッ クス 線写真か

ら ま とめ られ た診断記録を用い た，調査項 H は登録患

者数，性別，初診時年齢，不正咬合の種類 と した，

　初診時 年齢は 5歳以 ド， 6〜8歳 ， 9〜ll歳 ， 12〜14

歳，15〜 17歳，18歳以上の グループ に分類 した，また，

18歳以上を成人矯正患者，そ れ以外 を 18歳未満 の 矯

正患者と して 分類 した
D
．

　不 11較 合 は診断の結果に よっ て，7種類 に分類した．

同
一患者で 2 種以上 の 不正咬合を有する場合，唇顎目

蓋裂 （唇顎口 蓋裂，唇裂，唇顎裂，口 蓋裂，粘膜 ド［

蓋裂 を総称 して，以後，CLP），顎 変形症 を第 優 先

順位 とし，上顎前突，下顎前突，上下顎酊突を第二 優

先 とした．その中で もオーバ ーバ イトが
一5mm を超

えて 小 さ い もの は開咬，こ れ らに 該当せずス ペ ー
ス 不

足の あ る もの を叢生，以 上の どれ と もあて は ま らな い

もの をその 他 とし， 分類 の 便宜上 1人 1種 の 不正咬合

と して表 した．

　上記の 項 目に つ い て ，経時的変化を把握す るた め，

当講座 で 行 っ た 1973年以 降の 過去 の 実態調査結果
5．ti｝

か ら推移 を観察 し，比較検討 を 行 っ た．

士

口糸 果

1　 1996 年 か ら 2005 年 の 10 年間に つ い て

1，年次別登録患者数 （表 D
調査した IO年間 の 登録患者数 は 2，891人で，年問

’F

均患者数 は 289．1人 で あ っ た，1999年 まで は 300人を

超 え る 瓜者数 で あ っ たが ，2000年，2001年と 250人

前後に 減少し，2002年で再び 300人を超えた が ，以後

微減傾向を示 した．

　2，男女比 （表 1）

　登録患者の うち 男性は 1，024 人，女性は 1，867 人 で

あ っ た，男女比 は 1 ：1．82 と女性が 男性よ り多か っ た．

10年間 の 推移 を見る と
，
2000 年まで は 男性 の 割合 が

35％ を ド回っ て い た が，2005年に は 38％ と な り，わ

ずかで はあ るが男性 の 増加が認め られた．

　3，初診時年齢 （図 L2 ）

　10年間の 登録患者の初診時年齢は最低 1歳か ら最

高 80歳 に わた っ て い た．18歳以 ltを成 人矯 Ill患者 と

し て分類す る と 令体の 42％ を占め，18歳朿満の 矯正

患者 は 58％ で あ り，そ の うちの 20％ を 9〜11歳 の 患

者が 占め て い た．男女 と も に 9〜 ll歳 と 18歳 〜 20歳

に ピークを認め た．

　また，年齢別に 男女比を比較して みる と，5 歳以 ド

で は 1 ：1 で あ っ た比率が ，6〜 17歳 の 矯 IE患者に お

い て は 1 ：1．5 で 女性 が 多 くな り，成人矯正患者で は 1 ：

2．5 と，初診時年齢が 上 が るに つ れ女性の 割合 が 増加

す る傾向が認 め られた，

　4．不 ［ll咬合の 分類 （表2，図 3）

　10年間の 不止 咬合 の 頻度 は 高い も の か ら順 に，上

顎前突 27．7％ ， 叢生 26，2％， ド顎前突 14，2％ ， 顎変形

症 9．8％，CLP　7．2％，開咬4．1％，　 lt下顎前突 3．8％ の

順 で あっ た．

　各不止咬合別男女比 で は，す べ て の 不止咬合で 女性

が 高 い 値 を示 して い た が，特 に上 ド顎前突 （1 ；2．76），

開咬 （1 ：2．66＞， ヒ顎前突 （1 ：L97）に つ い て は，男性

に 比べ て 女性が約2倍を超えて 多い 結果 となっ て い た．

　年齢別 に不正咬合 の 割合 をみ る と，5歳 まで は下顎

前突 が 7／％ を 占 め，22．6 ％ が CLP で あ っ た．6〜 8 歳

は 上顎 前突 ， ド顎前突 ， 叢生
， CLP が それぞれ 20−

30％ の 割 合で 占め て お り，12〜14歳 は ヒ顎 前突
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　　　　　 図 1　10年間の初診時年齢 と男女比
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表 210 年間の 不正咬合の頻度と男 女比

不正咬合　 実数 （人）割合 （％ ）男 （人 ）女 （人）男女比 （男：女）

顎変形症

唇 顎 凵蓋 裂

開 咬

上 顎前突

ド顎前突

llド顎前 突

叢生

その 他の疾 患

28420711780141110975820

，1

9．87

．24

，127

．71423

．826

，27

．o

1141033226918229230651701
〔〕・18553222980528139

1 ： 1．491
：1、〔〕11
：2．661
：1971

：1．261
：2．761
：1，301
：2ユ4

合 計 2β91100 ．01 ，024　　　　1，867 1 ：1．82

図 2　10年間の 成人患者と 18歳未満の患者

　　 の 男女比
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園顎変形 症

驫CLP
口開咬
■ 上顎前突

醗 下顎前突

■ 上 下顎前突

囗叢生

O％　　　　　20％　　　　40％　　　　60％　　　　　80％　　　　100％

　図 3　10 年間の 初診時年齢別 に み た 不正 咬合の 割合

4L5 ％，叢生 28，1％ の 順 で 多 く，ユ5〜17歳 は 叢生

28．2％，上 顎前突 27，2％ の 順 で 多か っ た，18歳以上 は

叢生 31．2％， 卜顎前突　25．9％，顎変形症21．4 ％ の 順で

あっ た．

　また，18歳未満全体の 矯正患者に お ける不止 咬合

の 頻度の 高い もの は， 卜顎前突，叢生， ド顎 前突で あ

っ た．
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表 3 患者数 と男女比の 推移

年間平均患 者数 男 女比 （男：女）男 ：女 （％）

1973fF　（1962〜1971）

1989年　　（1972〜1987）

2000年　　（1988〜1999）

今回 （1996〜2005）

222、8 人

190．4 人

261．3 入

289」 人

／： 2ユ5

／： 1．901
： 2．001
：1，86

31．7 ：68．3

34．5 ：65．5

33．3 ：66．7

35，5 ：6・t．5

☆
　 　 40

割

合 30

（％）
　　20

10
♂

0　　啀

　 一56 −s8 　 9い11　12−．14　15− 17　18い

　　　 年齢 （歳）

　　 図 4　初診 時年齢分 布の 推移

一e − 1962v’1971年
“ 1972v’1987年
一一， −1988い1999年

’ 1996− 2005年
　 　 　 （今 回）

（
坩

＼
く）

250

200

150

100

50

0

羈 18歳未満 の

　　 矯正 患者

口成人矯正患者

1962−・1971　1972− 1987　1988い1999　1996−−2005

調査期間 （年）

図 5　年間平均 登録患 者数の 推移

II．過去の調査 と比較 した結果 に つ い て

　1．登録患者数の 推移 （表3）

　年間平均患者数を過去 の調査結果
澗

と比較す る と，

1972年か ら 1987年 の 期間 で は ｝咸少 して い た が，それ

以後増加傾向が認め られ た，

　2．男女比 の 推移 （表 3）

　開設 当初 か ら継続し て 女性の 割合 が 高 か っ た．しか

し， 男性 の 割合 に つ い て は 開設当初は 31，7％ で あ り，

今回の 35．5％ と比較す る と 38 ポイ ン トの増加が 認め

られた．

　3，初診時年齢の 推移 （図 4＞（図 5）

　今回の 結果で は
， 成人矯正患者の 割合が著し く増加

して い た．1973年の結果で は 5％ ， 1989年の結果で は，

10％，今回 は 42％ と な っ て お り，1973年の 襯告に 比

べ る と，8倍を超 えて増加 して い た，逆 に 6〜11歳 の

患者の 割合 は 減少 して お り，開設当初の 報告 と比較す

る と今回は ほ ぼ半減 して い た．5歳 以下 に つ い て は 著

しく， 6．5％ か ら 1．5％ 近 くまで 減 少が認 め られた，年

間平均登録患者数 の 推移 で は，18歳未満の 矯正患者

数は開設当初の 1962〜1972年 と比較す る と210，5人か

ら，1972〜1987 年で は 171．1 人 と減少傾向が 認 め られ

た． しか し，1988〜1999年 は 164．1 人，今 LUIは 166．3

人 と 1972年以降，現在 まで は ほ ぼ横ば い で あ っ た，

成人矯 【E患者数 に っ い て は 開設当初 より増加傾向を示

し，特に 1988年以 降で 急激な増加 を認め た．

　4，不 TE咬合頻度 の 推移 （図 6）

　過去 か ら の 推移を み る と，1973年 の 報告
51

で は ド

顎前突が 43％ と， 令体 の ほぼ 半分を 1
［iめ て い たが ，

近年減少傾向が 認め ら れ て お り，今回の結果は 14％

とな っ て い た．今回 の 報 告は顎変形症を除 い た ト顎前
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0 突 で分
類して

いるが ，顎変 形 症をあわせ て みて
も

％ であっ た ． ． ．一方， 上 顎前突は1989 年の報告

で は17 ％で あ った が， そ の後は増 加 傾向にあり 今 回
28

％ と最も高い 値 を
示

していた ， 叢生 は1989 年の 報 告

f ） で3 ／．5 ％ を ）li め，それ 以 後 28

， ％

横ばい とな

，令体 のほ ぼ4 分の 1 を 占 め
て いた ， 考 察 1

登録 患者数 　調 査 した 10年闘におい て， 年次登録患占数は

99 年 の 332 人を最高 に 平 均 289 ．1人であ っ た

1999年ま では300 人 を超 える患 者 数であった が ，2〔〕

年 と 20 〔 ｝ 1 年に250 人前後 に減 少 し，再び200

N で 300 人 を超え た． こ の増 減は，附属 病 院矯

歯 科 の 改 装 ． 1 ：L 罫 に伴う チェア数の 変動

年間の診察可能患者数に 影 響 したこ とに よ ると 思 われる ．

か し，それ以降 の
2004年，2005

年で は 約 260 人に減少

てい た ．こ
れ は他大 学病院 の報告 1 ． LL 　 T ，

a丿にも あるように，全国的な 傾向 と
して，矯

正治療を

望 する
患者

の需 要増 加に 対 し，矯止 專 門開業医や矯

歯 科を標 榜 する ．．一 ・般開 業医

増加 9 〕（ 図7 ）したこ
とによる患者の

分 散化 が
当

科 にも

てはま ったもの と推察された ， 　他大 学病院の調

結 果L2 ． 7’S／ によると ， 多く の大学 病 院で

患者の 大 学 病院離れによる患者数の減 少が認 め られ

い る ，しかし，当 科 に おける開設当初か らの 推移をみると ，平

年 次登録 患者 数 は 1973 年の 報 告 では222 ． 8 人

あり，1989年の 跟告 では190 ．4 人と減 少 が

められ たが ，今回の 調 査 で
は289 ， 1人と反 転 し

ﾄ 増 加傾 r 甸 が 認 め ら れ た．こ れは， 前述 した改装に よ

る効果に加 え て， コン ピ ュー タ を使用し た 予約システ

ム の
導
人 によっ て迅速な ／約が 冂∫能となり， 患者の診

療待機 時間が減少 したこ と や， 診 療 時間 の延長 ，また

ｳK一への説

・同 意の強化 な ど 診療 体系と患 音 対 応 の 改苫に
よる効果

増加 にっな がったものと推 察され た． II ．男女

　 不 1に咬合の男 女別発 現頻度について， 宇佐美 ら 1：

^ は男女間で
は 差

を認め な
い

と報告し
てい
る．
しかし 当

ﾈ における登録 患者 の
男女比

は
，1：1．

8
で
女
性が多く

， この結 果は廣瀬

N 〕，高
野
ら川，

川
原ら〕L’／な ど他 の医 療 機 関

同 様であっ た L2 ，　T ． ti ，　T 　 1 − 1 ” ．こ

理由と
し
て， 庄 野 ら 臓 よ“ 歯並び” と 矯 正 1台療に 関 す る意 識
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と報告して お り，今回の 跼査は この 報告を支持す る結

果となっ た．こ れ は，矯 Ill治療に よ る効果の 中で も，

審美的改善へ の 要求の 強さ と合致す るもの と考えられ

る．しか しなが ら，開疎当初か ら比較す る と男性の 比

率に 3．8％ の増加力 、忍め られ，男性の 審美 11勺意識を含

め た矯正治療に 対す る関心の 高まりが推察され た．

　　 表 4 愛知県に お け る 年齢別人口 分布の 推移

！t｛　 ＄f’
‘
攵 （ノ丶 ）　　0 〜91晟 （ノ丶）　　 20〜29ハ〜（ノ丶＞

1980　　6、221、638　　　1，056，582　（17．0％p）　　925，410　（14、99ぞ，）
19．　90　　6，690，603　　　　774，375　（ll．69Yo）　　1，023，765　（15．3　Ve）
2000　　7，〔〕43，30〔｝　　　717，938　（10，2　g・6）　　1，102、609　（15、7％ ）

皿，不正咬合別分類

　診断基準の 違い など に よ り，他大学病院や過去の 綬

告と止確な比較は不冂侑旨で は あ るが， ド顎前突 は 年 々

減少 し，それ に 代わ り，叢生や L顎前突の 増加傾向を

示 す 嵌告
鼠 1口 L’〕

は 多 く，今 1iilの わ れ わ れ の 調査 に お い

て も ヒ顎前突 （28％）が 最 も多 い 結果で あ っ た，す

なわち歯に 対する関心 の ト昇に 伴 い ，不 ll咬合に対す

る知識が r］ヒし，認識 しやすい 下顎前突 の み で な く lt

顎前突や叢生などに 対 して も不 ［E咬合 として の 意識 が

高まっ た もの と考え ら れ る．また，．ヒ顎前突は H 元の

形態に影響しやす く，患者が い わ ゆ る歯並びの変化に

加 え，顔貌の 改善が矯 IEI口 療 に よっ て 叮能で あ る とい

う認識 が 周 知 さ れ て きた も の と推察され た．

　下顎前突が 減少す る　
・
方，顎変形症 の 割合 に増加 が

認め られた．外科的矯正治療 は 1990年 か ら高皮先進

レi療技術に 認め られ，歯科大学病陀で の 術前術後の 矯

⊥E治療に は 健康保険が 適応 され た，さらに 1997年か ら

は，顎 口腔機能診断施設と して認 め られ た レ療 機関で

の保険治療が 11∫能 となっ た．この情報の 周知が顎変形

症患者増加の 　・LJt［と推祭 され る．　さらに ，咬合，顔貌

の 改酋へ の 意識 の 高ま りや 外科于術 の 技術進歩に よ り

治療期間や人院期間の 短縮も増加 の
．
悃 と考えられ る．

VI．初診時年齢別分類

　他施設に お い て 成人矯正患者の 増加が 報告
1唄 ZIU11 ｝

されて い るが ， 成人 の 増加傾向 は 当科に お い て も認め

られ，永ク歯吏換に伴い 歯列不正が 発見されやす い
罰

とされ て きた 学童期 の 割合が 半減 して い た．また，成

人婚 lli患者 は 18歳未満 の 矯 IE患者 に 比 べ ，女性 の 割

合が 多い 結果で あ っ た．すなわ ち，矯 IE治療を希望す

る成人女 1生の 増加を示 した．

　 こ の 理由と して ，溶美性の 両 い 装置の 開丿各や テ クニ

ッ ク の 考案が 進む に 伴 い ，テ レ ビや雑誌な どの マ ス メ

デ ィア に より矯正治療に対す る情報が供給さ れ，患者

に とっ て 治療を受け人れやすい 環境が整 い 始 め た ＿と，

加 え て ，成人で も矯 1E治療が可能で あ る との啓発効 果

や，口 元 に 対す る審美 的関心の 高まりが，成人女性患

者の 増加 に つ なが っ て い る と推
「
｛さ れ た，ま た，陟1利・

全般 に お い て ， 補綴前処置や歯周病 治療 などの 歯科臨

床に お い て矯正治療の 必要性が 高まり，他科か らの 依

頼 の増加も成ノ矯 IE思者増加の 　因 と考えられ た，

　 さ らに，今回 の 結果か ら，1988年 以 降 の 成 人
’

；E　IE

患者 の 増加 と 199〔〕年 の ・
，H変形症 の 保険導入が 時期的

に近 い こ と，1996〜2005年 の 顎変形症患 者が 10％ に

達す る こ とな どから，顎変形症患者の 増加 も
一．・

つ の 要

［刈 と して 考えられ た．

　加 えて，人 口 動態 に つ い て も検討す る ため，愛知県

に お け る 1980年 ， 1990年，2000年 の 0〜9威 と 20〜

29歳に つ い て 凵勢調査報告
［9
．

を参考に年代的な人

「
．
1の 比較 を行 っ た．その 結果，0〜 9歳 は 本調杏期間

の 2  年間 で 総人 口 に おけ る割合が 5．8％ 減少 して い た

の に 対し，20〜29歳は 0．8％増加 して い た （表 4）．つ

まり，近年社会現象とされて い る出牛率 の 低 ドに より，

相対的 に 成人 の ぜ者比率が 上昇 した こ と も成人矯正患

者増加 の
一
因 と考え られ た．

　 しか しなが ら ， 愛知県に おい て も少了化 に よ り小児

人 口数 に減少か 認め られ る中，当科に お い て は 18歳

未満 の 矯 lll受 診患者の 敬 に変化 は 認められなか っ た，

すな わ ち， 相対的な 18歳 未満 の 矯 正 患者 の 受 今率 の

増加が 考え られ た．こ れ に つ い て は，1世帯あた りの

子供 にかける費用 の増加や小児の 矯 「E治療 に 対す る理

解と関心 の 両まり等が，小児矯 Ill患者の 受診率を高 く

し，そ の 結果 と し て 18歳 未満 の 矯正患者数 の 減少 を

生 じる こ とな く，

．．・
定の 需要が得 られ て い るもの と推

察され た．

　矯 ［E歯科を標榜す る開業医の 増加や少 ∫イ匕に よ り，

大学病院を含 め た各歯科医院 で は受 彡患者数 の 頭打 ち

が感 じられ る中，当科 に お い て は成人患者数の 増加と

小児患者の 受診率 の 増加が認め られた．今後 も，嬌 rl：

患者 の
干 要を維持ま た は 増1川 させ る こ とが，地域匪療

に 対 す る今ま で 以 ヒの 貢献に つ な が る と思 わ れ る，そ

の ため に は ， 戊 人に 対 して は 効果の あっ た啓発活動 の

継靴や，より悉美性に優れ た装置の 開発，技術の 向 E

が 必 要で あ る．加えて，矯 IE歯科の み の 対応 で は な く

補綴科や歯周病利．な どチ
ー

ム ア フ ロ
ーチ に よ っ て ，一

目 腔 単位の it療 に あ た る こ とが 大学病院 と して の
・
つ

の 役割 で あり，成人矯 li三患者の 需要の 増加 に つ なが る

と考え られ る．また，小 児に 対 して は より多角的 に 啓

発 ・PR 活動を行う こ と に よ っ て ，多 くの 人の 炉正治

療 に 対す る理解 と意融を高め ，潜在 す る患著を引 き出

す こ とが 小児矯 IE患者の 宰要の 維持また は増加を 口∫能

に す る と考えられた．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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